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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公開番号】特開2010-134430(P2010-134430A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-217329(P2009-217329)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  17/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０４Ａ
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  17/08    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月18日(2012.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに主走査方向に離間した複数の発光部を有する光源手段と、前記複数の発光部から
出射した複数の光束を偏向走査する偏向手段と、前記複数の発光部から出射した複数の光
束を前記偏向手段の偏向面に導光する入射光学系と、前記偏向手段の偏向面で偏向走査さ
れた複数の光束を被走査面に集光する結像光学系と、を備える走査光学装置であって、
　前記入射光学系は、前記光源手段側から順に、主走査断面内において非円弧な光学面を
少なくとも１面含む光学素子と、前記偏向手段の偏向面に入射する光束の少なくとも主走
査方向の光束幅を規定する絞りとを有し、
　前記光学素子の前記光学面の主走査断面内における形状は、軸上から軸外に向って正の
パワーが弱くなる非円弧形状であり、
　前記光源手段が有する前記複数の発光部のうち主走査方向に最も離間した発光部同士の
間隔をＷ（ｍｍ）、前記光学素子の前記光学面のうち前記光源手段に最も近い光学面から
前記絞りまでの光路長をＬａ（ｍｍ）、前記入射光学系の主走査方向の焦点距離をｆ（ｍ
ｍ）、前記光学素子の前記光学面のうち前記光源手段に最も近い光学面上における、主走
査方向に最も離間した発光部の夫々から出射した光束の主走査方向の光束幅をＤ（ｍｍ）
とするとき、
　　２Ｄ≧｜Ｗ・Ｌａ／２ｆ｜≧Ｄ／８
なる条件を満足することを特徴とする走査光学装置。
【請求項２】
　以下の条件を満足することを特徴とする請求項１に記載の走査光学装置。
　　８×ｆ＞｜Ｌａ｜＞２×ｆ
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【請求項３】
　前記入射光学系は、前記光源手段側から順に、第１光学素子と、副走査方向にパワーを
有し、かつ前記第１光学素子を通過した複数の光束により前記偏向手段の偏向面に主走査
方向に長手の線像を形成する第２光学素子と、前記絞りと、を有することを特徴とする請
求項１又は２に記載の走査光学装置。
【請求項４】
　前記主走査断面内において非円弧な光学面を少なくとも１面含む前記光学素子は、前記
第１光学素子であることを特徴とする請求項３に記載の走査光学装置。
【請求項５】
　前記主走査断面内において非円弧な光学面を少なくとも１面含む前記光学素子は、前記
第２光学素子であることを特徴とする請求項３に記載の走査光学装置。
【請求項６】
　前記光源手段から前記偏向手段の偏向面までの光路長をＬ（ｍｍ）、前記絞りから前記
偏向手段の偏向面までの光路長をＭ（ｍｍ）とするとき、
　　０＜Ｍ／Ｌ＜０．６
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載の走査光学装置
。
【請求項７】
　前記光源手段は、互いに主走査方向に離間した複数の発光部を４個以上有することを特
徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の走査光学装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の走査光学装置と、前記被走査面に配置された感光
体と、を有することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そこで、本発明では、互いに主走査方向に離間した複数の発光部を有する光源手段と、
前記複数の発光部から出射した複数の光束を偏向走査する偏向手段と、前記複数の発光部
から出射した複数の光束を前記偏向手段の偏向面に導光する入射光学系と、前記偏向手段
の偏向面で偏向走査された複数の光束を被走査面に集光する結像光学系と、を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　そして、前記入射光学系は、前記光源手段側から順に、主走査断面内において非円弧な
光学面を少なくとも１面含む光学素子と、前記偏向手段の偏向面に入射する光束の少なく
とも主走査方向の光束幅を規定する絞りとを有し、
　前記光学素子の主走査断面内の光学面の形状は、軸上から軸外に向って正のパワーが弱
くなる非円弧形状であり、
　前記光学素子の前記光学面の主走査断面内における形状は、軸上から軸外に向って正の
パワーが弱くなる非円弧形状であり、
　前記光源手段が有する前記複数の発光部のうち主走査方向に最も離間した発光部同士の
間隔をＷ（ｍｍ）、前記光学素子の前記光学面のうち前記光源手段に最も近い光学面から
前記絞りまでの光路長をＬａ（ｍｍ）、前記入射光学系の主走査方向の焦点距離をｆ（ｍ
ｍ）、前記光学素子の前記光学面のうち前記光源手段に最も近い光学面上における、主走
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査方向に最も離間した発光部の夫々から出射した光束の主走査方向の光束幅をＤ（ｍｍ）
とするとき、
　　２Ｄ≧｜Ｗ・Ｌａ／２ｆ｜≧Ｄ／８
なる条件を満足する構成とした。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2010-134430 A5 2012.11.1

【図５】
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